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河
竹
黙
阿
弥
作
『
双
蝶
色
成
曙
』を
め
ぐ
って
─
─「
お
竹
大
日
如
来
」
の
歌
舞
伎
化
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は
じ
め
に

　
「
お
竹
大
日
如
来
（
お
竹
大
日
）」
は
、
江
戸
大
伝
馬
町
の
名
主
・
佐
久
間
家
の
下
女
お
竹
が
大
日
如
来
の
化
身
で
あ
っ
た
と
す
る
民
間

伝
承
で
あ
る
一
。
早
期
の
資
料
と
し
て
は
、
延
宝
期
（
一
六
八
〇
頃
）
の
写
本
『
玉
滴
隠
見
』
の
ほ
か
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
刊
の

『
新
著
聞
集
』
に
記
事
が
あ
る
二
。
二
書
の
所
伝
に
よ
れ
ば
、
お
竹
は
五
穀
を
尊
ん
で
慈
悲
深
く
、
常
に
自
分
の
食
事
を
貧
民
に
施
し
て
、

自
ら
は
流
し
の
網
に
か
か
っ
た
残
飯
を
常
食
と
し
て
い
た
が
、
死
後
仏
身
と
し
て
湯
殿
山
に
示
現
し
た
と
い
う
。
な
お
、
お
竹
が
仕
え
た

佐
久
間
家
は
大
伝
馬
町
の
草く
さ
わ
け分

名
主
で
あ
っ
た
が
、
元
禄
期
に
退
転
し
、
以
後
姻
戚
の
馬
込
氏
が
そ
の
職
分
を
引
き
継
い
で
い
る
三
。

　

こ
の
伝
承
の
起
源
に
は
、
出
羽
三
山
信
仰
と
関
わ
る
羽
黒
修
験
の
活
動
と
、
佐
久
間
家
・
馬
込
家
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
芝
・
心
光
院
に

伝
わ
る
、
お
竹
の
遺
物
と
い
う
霊
宝
の
双
方
が
推
定
で
き
る
四
。
江
戸
の
地
で
は
、
特
に
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）・
安
永
六
年

（
一
七
七
七
）・
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）・
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
四
度
に
わ
た
る
出
開
帳
で
知
名
度
を
確
立
し
た
五
。
生
成
期

の
伝
承
は
ご
く
短
く
断
片
的
で
あ
っ
た
が
、
合
巻
や
読
本
な
ど
の
戯
作
に
扱
わ
れ
る
中
で
、
次
第
に
成
長
を
遂
げ
て
い
く
六
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
流
れ
を
踏
ま
え
て
、
歌
舞
伎
に
お
け
る
脚
色
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
歌
舞
伎
に
お
け
る
「
お
竹
大
日
」

は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）、
河
竹
黙
阿
弥
作
の
守
田
座
狂
言
『
双
ふ
た
つ
ち
よ
う蝶

色い
ろ
の
で
き
あ
き

成
曙
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
が
最
初
の
例
と
推
定
さ
れ
る
。
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初
演
時
は
「
双
蝶
々
」
物
と
綴
り
合
わ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
下
っ
て
明
治
十
六
年
三
月
、「
お
竹
大
日
」
に
関
わ
る
筋
を
独
立
さ
せ
て
、

『
旭
あ
さ
ひ

影か
げ

光く
わ
う
み
や
う明
噺ば
な
し

』
と
題
し
て
上
演
さ
れ
た
（
市
村
座
所
演
）。「
孝
女
お
竹
」
と
も
別
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
歌
舞
伎
に
お
い
て
は
、
お
竹
は

親
の
敵
を
討
つ
孝
女
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
。
大
日
如
来
の
化
身
で
あ
っ
た
お
竹
が
、
敵
討
を
果
た
す
孝
女
と
し
て
舞
台
に
上
せ
ら
れ

た
背
景
に
つ
い
て
、
題
材
の
一
つ
と
推
定
さ
れ
る
、
浅
草
天
王
橋
に
お
け
る
女
の
仇
討
の
風
聞
な
ど
も
踏
ま
え
て
見
て
い
こ
う
。

一　

作
品
の
概
要
と
典
拠

（
一
）
上
演
資
料
の
概
要
と
作
品
梗
概

　
「
お
竹
大
日
」
が
初
め
て
歌
舞
伎
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
先
述
の
通
り
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
月
、
守
田
座
で
初
演
さ
れ

た
『
双
ふ
た
つ
ち
よ
う蝶
色い
ろ
の
で
き
あ
き

成
曙
』
で
あ
っ
た
。
大
名
題
に
示
さ
れ
る
通
り
、
本
作
は
「
双
蝶
々
」
の
世
界
に
「
お
竹
大
日
」
を
綴
り
合
わ
せ
た
も
の
で

あ
る
。
河
竹
黙
阿
弥
の
作
に
よ
る
も
の
で
、
初
演
時
の
お
竹
は
三
代
目
沢
村
田
之
助
が
演
じ
た
。
の
ち
、
明
治
十
六
年
三
月
、『
旭
あ
さ
ひ

影か
げ

光く
わ
う
み
や
う明
噺ば
な
し

』
の
名
題
を
掲
げ
た
再
演
（
市
村
座
）
で
は
、
嵐
璃
寛
が
お
竹
役
を
演
じ
て
い
る
七
。
な
お
、
以
後
の
歌
舞
伎
の
上
演
は
、
現
時

点
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

考
証
に
先
立
っ
て
、
本
作
の
上
演
資
料
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
初
演
時
の
資
料
と
し
て
は
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物

館
に
台
帳
の
写
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
八
。
同
館
に
は
初
演
時
の
番
付
の
ほ
か
九
、
上
演
の
際
に
板
行
さ
れ
た
錦
絵
も
複
数
所
蔵
さ
れ
一
〇
、

役
名
や
場
面
な
ど
の
大
綱
が
知
ら
れ
る
。
再
演
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
番
付
が
所
蔵
さ
れ
る
が
一
一
、
台
帳

写
本
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

な
お
本
作
は
、
後
年
黙
阿
弥
が
ま
と
め
た
『
狂
言
百
種
』
第
八
号
（
春
陽
堂
、
明
治
二
十
六
年
）
に
、「〈
孝
女
／
仇
討
〉

身み
の
ひ
か
り
お
た
け
の
い
さ
お
し

光
於
竹
功
」
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
一
二
。『
黙
阿
弥
全
集
』
第
四
巻
（
春
陽
堂
、
大
正
十
三
年
刊
）
所
収
「
身み
の
ひ
か
り
お
た
け
の
い
さ
お
し

光
於
竹
功
」
の
本
文
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は
こ
れ
と
一
致
し
、『
狂
言
百
種
』
を
底
本
と
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
一
三
。
以
下
本
稿
で
は
、
初
演
時
の
年
記
を
持
つ
台
帳
写
本
を
基

本
と
し
、『
黙
阿
弥
全
集
』
所
載
「
身
光
於
竹
功
」（
以
下
『
全
集
』
と
略
記
）
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
る
。

　

本
作
に
つ
い
て
、
ま
ず
『
全
集
』
の
編
者
解
説
を
見
て
お
こ
う
。

　
「
孝
女
お
竹
」
は
元
治
元
年
、
作
者
四
十
九
歳
の
十
月
、
守
田
座
に
稿
下
し
た
も
の
、
長
吉
長
五
郎
の
狂
言
と
綴
り
合
せ
に
な
っ

て
ゐ
て
、「
双ふ
た
つ
て
ふ
い
ろ
の
で
き
あ
き

蝶
色
成
曙
」
と
い
ふ
大
名
題
が
冠
せ
ら
れ
て
あ
っ
た
。
此
の
少
し
前
に
於
竹
大
日
如
来
の
出
開
帳
が
あ
り
、
又
天
王

橋
に
女
の
仇
討
が
あ
っ
た
の
を
当
込
ん
で
上
場
さ
れ
た
の
だ
と
い
ふ
。
田
之
助
所
演
の
も
の
ゝ
一
と
し
て
、
又
「
狂
言
百
種
」
中
に

作
者
が
輯
録
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
…

　

書
下
し
の
時
の
役
割
は
、
中
村
芝
翫
（
坂
間
勘
右
衛
門
）、
沢
村
田
之
助
（
お
竹
）、
関
三
十
郎
（
橋
本
次
郎
右
衛
門
）、
市
川
小

文
次
（
紙
屑
買
ひ
彦
助
）、
中
村
翫
太
郞
（
坂
間
の
下
男
久
助
）、
板
東
松
次
郎
（
次
郎
右
衛
門
孫
梅
之
助
）、
市
川
九
蔵
（
倉
橋
丈

五
郎
）、
市
川
は
ま
七
（
横
江
典
六
）、
中
村
駒
十
郎
（
鞆
岡
伝
八
）
等
で
あ
っ
た
。
…
一
四

　

右
の
通
り
、
こ
の
一
幕
は
「
お
竹
大
日
」
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
浅
草
天
王
橋
で
の
女
の
敵
討
の
実
説
に
当
て
込
ん
だ
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。
お
竹
を
演
じ
た
の
は
、
幕
末
を
代
表
す
る
女
方
の
三
代
目
沢
村
田
之
助
で
、
大
看
板
の
中
村
芝
翫
が
、
お
竹
の
主
人
「
坂
間

勘
右
衛
門
」
役
を
勤
め
て
い
る
。
本
作
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
敵
討
の
実
説
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
本
作
の
梗
概
を

み
て
お
き
た
い
。
地
名
等
の
設
定
は
、
初
演
時
と
『
全
集
』
で
は
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
初
演
時
の
年
記
を
持
つ
台
帳
写
本
に
従
う
。

　

大
坂
天
満
町
の
富
家
・
坂
間
勘
右
衛
門
の
下
女
お
竹
は
、
忠
義
な
上
に
慈
悲
深
い
と
評
判
。
お
竹
の
父
親
の
橋
本
次
郎
右
衛
門
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は
、
左さ
ぶ
り振
流
の
槍
術
の
達
人
だ
が
、
讒
言
を
う
け
て
浪
人
、
見
か
ね
た
お
竹
が
水
仕
奉
公
に
出
て
い
る
。
左
振
流
の
秘
伝
の
一
巻
を

狙
う
倉
橋
丈
五
郎
は
、
瘧
を
病
ん
だ
次
郎
右
衛
門
に
十
両
を
貸
す
が
、
後
か
ら
密
か
に
證
文
を
書
き
換
え
、
五
十
両
と
し
て
返
済
を

迫
る
。

　

一
方
、
坂
間
家
の
下
男
久
助
は
、
主
人
が
碁
に
熱
中
し
て
い
る
隙
を
狙
っ
て
、
秋
葉
講
の
金
五
十
両
を
盗
み
取
り
、
こ
れ
を
元
手

に
お
竹
と
逐
電
し
よ
う
と
口
説
く
が
、
す
げ
な
く
振
ら
れ
、
意
趣
返
し
に
お
竹
を
五
十
両
紛
失
の
科
人
に
仕
立
て
る
。
次
郎
右
衛
門

は
、
丈
五
郎
へ
の
借
金
返
済
の
た
め
に
お
竹
が
盗
み
を
働
い
た
と
思
い
込
み
、
あ
わ
せ
て
百
両
の
金
を
工
面
す
る
べ
く
、
拝
領
の
来

国
光
の
短
刀
を
売
り
払
お
う
と
す
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
お
竹
は
、
自
ら
苦
界
に
身
を
沈
め
て
百
両
を
工
面
し
よ
う
と
決
意
。
こ
こ
に

現
れ
た
お
竹
の
主
人
・
坂
間
勘
右
衛
門
は
、
お
竹
の
孝
心
に
感
じ
入
り
、
給
金
の
名
目
で
百
両
の
金
を
与
え
る
。
喜
ん
だ
お
竹
は
、

勘
右
衛
門
を
送
り
が
て
ら
坂
間
家
に
五
十
両
の
返
済
に
向
か
う
。

　

お
竹
の
留
守
中
に
次
郎
右
衛
門
宅
を
訪
れ
た
丈
五
郎
は
、
五
十
両
に
加
え
て
左
振
流
の
秘
伝
の
一
巻
を
所
望
、
拒
絶
し
た
次
郎
右

衛
門
を
斬
る
。
帰
宅
し
た
お
竹
に
、
次
郎
右
衛
門
は
末
期
の
際
に
左
振
流
の
秘
伝
を
伝
授
、
幼
年
の
孫
・
梅
之
助
の
成
長
後
に
こ
の

秘
伝
を
伝
え
る
よ
う
言
い
残
し
て
息
絶
え
る
。

　

お
竹
と
甥
の
梅
之
助
、
橋
本
家
の
若
党
・
彦
助
は
、
四
天
王
寺
橋
際
に
て
丈
五
郎
ら
を
待
ち
伏
せ
、
勘
右
衛
門
の
見
守
る
中
で
、

見
事
敵
を
討
ち
果
た
し
て
本
懐
を
遂
げ
る
。

　

右
の
通
り
、
初
演
時
は
舞
台
を
大
坂
に
設
定
し
て
お
り
、
坂
間
家
の
所
在
地
は
天
満
町
、
お
竹
の
父
の
在
所
は
曾
根
崎
村
、
敵
討
の
場

は
四
天
王
寺
橋
に
な
っ
て
い
る
。
大
坂
に
舞
台
を
移
し
た
こ
と
は
、
直
接
に
は
「
双
蝶
々
」
の
世
界
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
結
果
と
考
え
ら

れ
る
が
、
一
方
で
は
現
存
の
江
戸
名
主
で
あ
る
馬
込
家
を
憚
る
配
慮
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
坂
間
」
の
名
は
、
お
竹
の
主
家
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「
佐
久
間
」
家
の
も
じ
り
と
推
さ
れ
る
が
、
先
述
の
通
り
、
元
禄
期
以
降
そ
の
職
分
は
馬
込
家
（
当
主
勘か

げ

ゆ
解
由
）
が
継
承
し
て
い
た
。

　

な
お
か
つ
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
本
作
は
実
説
の
敵
討
に
取
材
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
舞
台
を
江
戸
以
外
の
地
に
仮
託
す
る

配
慮
が
用
い
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
全
集
』
で
は
舞
台
は
江
戸
に
移
さ
れ
て
、
坂
間
家
の
所
在
地
は
伝
馬
町
、
お
竹
の

父
の
浪
宅
は
錦
糸
堀
、
最
後
の
敵
討
は
浅
草
天
王
橋
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る
。

　

梗
概
に
示
し
た
通
り
、
歌
舞
伎
に
お
い
て
は
「
お
竹
大
日
」
伝
承
に
固
有
の
要
素
は
む
し
ろ
背
景
に
す
ぎ
ず
、
お
竹
の
父
の
困
窮
と
左

振
流
槍
術
の
秘
伝
を
め
ぐ
る
丈
五
郎
の
謀
略
、
お
竹
の
敵
討
の
筋
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。『
全
集
』
解
説
に
言
う
通
り
、
嘉
永
二
年
の

「
お
竹
大
日
」
江
戸
出
開
帳
を
踏
ま
え
つ
つ
、
筋
の
上
で
は
む
し
ろ
敵
討
を
主
軸
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
二
）
も
う
一
つ
の
「
典
拠
」
―
― 
浅
草
・
天
王
橋
の
女
の
敵
討

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
敵
討
で
あ
る
が
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
実
説
は
明
確
で
は
な
い
。
浅
草
天
王
橋
で
の
女
敵
討
と
し
て
は
、『
武
江
年
表
』

の
朝
倉
無
声
に
よ
る
増
補
記
事
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

同
（
引
用
者
注
・
嘉
永
六
年
十
一
月
）
二
十
八
日
、
浅
草
天
王
橋
に
於
い
て
、
常
陸
国
破
賀
村
幸
七
妹
た
か
、
叔
父
の
助
太
刀
に
て

兄
の
讐
与
右
衛
門
を
討
つ
。一
五

　

浅
草
天
王
橋
と
い
う
場
所
の
一
致
、
そ
し
て
女
性
に
よ
る
敵
討
と
い
う
共
通
点
か
ら
も
、
本
作
は
こ
の
事
件
に
取
材
し
て
い
る
可
能
性

が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
瓦
版
の
作
例
が
残
る
ほ
か
、『
藤
岡
屋
日
記
』
に
も
記
事
が
み
え
る
。
事
件
の

真
相
は
定
か
で
な
い
が
、
瓦
版
と
『
藤
岡
屋
日
記
』
を
通
じ
て
、
可
能
な
限
り
考
証
を
試
み
た
い
。
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ま
ず
、
瓦
版
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
見
よ
う
【
図
版
１
】。「〈
江
戸
／
浅
草
〉
御
蔵
前
女
仇
討
」
と
題
す
る
瓦
版
一
六
に
よ
れ
ば
、
常
州

「
上
ね
本
村
」
の
名
主
・
与
右
衛
門
は
、
同
じ
く
名
主
の
幸
七
と
仲
良
か
ら
ず
、
弘
化
四
年
に
幸
七
を
毒
殺
。
妹
の
お
た
か
は
、
兄
の
仇

を
討
つ
た
め
、
馬
喰
町
二
丁
目
の
「
田
中
や
八
右
衛
門
」
を
頼
っ
て
江
戸
表
へ
出
、
神
田
お
玉
が
池
の
「
千
葉
先
生
」
の
も
と
で
奉
公
の

傍
ら
剣
術
修
業
に
励
む
。
与
右
衛
門
が
年
貢
上
納
の
た
め
江
戸
に
来
た
の
を
好
機
と
し
て
、
浅
草
「
お
ん
く
ら
前
」
で
行
き
合
い
、
敵
と

名
乗
り
か
け
る
。
逃
げ
よ
う
と
し
た
与
右
衛
門
に
、
助
太
刀
の
男
（
名
前
や
続
柄
は
明
記
さ
れ
ず
）
が
「
鉄
せ
ん
ニ
て
面
て
い
打
付
」、

怯
ん
だ
隙
に
た
か
が
す
か
さ
ず
斬
り
つ
け
て
本
望
を
遂
げ
た
と
い
う
。

　

一
方
、『
藤
岡
屋
日
記
』
記
事
は
、
瓦
版
と
は
小
異
が
あ
る
。
同
書
に
は
た
か
の
「
申
口
」
と
、
討
た
れ
た
与
右
衛
門
の
遺
族
の
証
言

を
と
も
に
載
せ
る
が
、
両
者
の
言
い
分
も
食
い
違
っ
て
い
る
一
七
。
ま
ず
、
た
か
（
常
州
波
賀
村
の
百
姓
の
女
房
）
に
よ
れ
ば
、
常
州
上

根
本
村
に
住
む
兄
の
幸
七
が
、
七
年
前
に
同
村
の
名
主
・
与
右
衛
門
に
毒
を
盛
ら
れ
て
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
た
か
は
敵
討
の
た
め
「
何
卒

剣
術
を
少
し
ニ
て
も
心
懸
可
申
」
と
江
戸
に
来
り
、「
狩
野
探
渕
屋
敷
剣
術
指
南
」
の
千
葉
定
吉
の
も
と
に
奉
公
し
て
い
た
が
、
与
右
衛

門
が
年
貢
米
を
納
め
に
江
戸
に
出
府
し
た
折
を
狙
っ
て
、
浅
草
蔵
前
の
天
王
橋
詰
で
待
ち
伏
せ
、
敵
討
を
果
た
し
た
と
い
う
。
な
お
、
こ

の
「
申
口
」
に
は
、
助
太
刀
を
し
た
人
物
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

　

し
か
し
、
与
右
衛
門
の
婿
養
子
と
親
類
総
代
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
付
で
は
、
幸
七
の
死
は
病
死
で
あ
っ
て
、
毒
殺
な
ど
と
は
「
跡
形
も

な
き
偽
り
」
で
あ
り
、
そ
の
顛
末
は
村
内
や
隣
村
等
に
聞
け
ば
「
明
白
に
相
分
り
候
義
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
敵
討
の
助
太
刀
を
し

た
の
は
、
た
か
の
父
親
の
仁
兵
衛
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
仁
兵
衛
は
「
素
よ
り
心
底
不
宜
、
公
事
出
入
を
好
、
渡
世
同
様
ニ
致
居
候
者
」

と
す
る
。
更
に
敵
討
の
際
、
た
か
・
仁
兵
衛
に
加
え
て
「
頭
巾
ニ
而
面
体
を
隠
し
」
た
「
侍
体
之
者
」
が
荷
担
、
鉄
扇
で
与
右
衛
門
の
頭

を
打
っ
て
、
怯
ん
だ
と
こ
ろ
を
仁
兵
衛
が
突
き
倒
し
、
た
か
が
止
め
を
さ
し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、『
藤
岡
屋
日
記
』

は
以
後
記
す
と
こ
ろ
が
な
く
、
真
相
も
、
ま
た
こ
の
後
の
吟
味
の
結
果
も
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
稲
垣
史
生
『
仇
討
を
考
証
す
る
』
で
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は
、
た
か
は
武
士
で
は
な
い
た
め
に
仇
討
願
が
出
て
お
ら
ず
、
殺
人
犯
の
扱
い
で
助
太
刀
の
叔
父
と
と
も
に
伝
馬
町
の
牢
屋
へ
投
獄
、
幸

七
毒
殺
の
證
拠
も
見
つ
か
ら
ず
、
処
断
の
決
ま
ら
な
い
ま
ま
に
両
人
と
も
牢
死
し
た
と
す
る
一
八 

。
た
だ
し
、
同
書
で
は
根
拠
と
な
る
史

料
を
明
示
し
て
お
ら
ず
、
真
偽
は
糺
し
が
た
い
。

　
『
藤
岡
屋
日
記
』
の
記
す
「
申
口
」
に
よ
れ
ば
、
た
か
は
こ
の
一
件
の
十
年
前
、
与

右
衛
門
の
媒
酌
で
結
婚
し
て
お
り
一
九
、
兄
の
幸
七
と
も
に
、
名
主
の
与
右
衛
門
に
何

か
と
世
話
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
与
右
衛
門
の
親
類
か
ら
の
書
付
を

あ
わ
せ
考
え
る
と
、
毒
殺
の
真
偽
も
曖
昧
で
あ
り
、
仁
兵
衛
の
素
行
も
胡
乱
で
あ
る
。

「
侍
体
之
者
」
の
助
太
刀
の
有
無
も
含
め
て
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
、
こ
の
敵
討
に
つ
い
て
は
不
審
の
点
が
多
い
。
大
日
如
来
の
化
身
た
る
お
竹

の
功
と
結
び
付
け
る
に
は
不
適
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
真
相
が
不
分
明
で
あ
る
か

ら
こ
そ
話
題
に
な
り
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
竹
と
「
た
か
」
の
名
の
類
似
か
ら

「
お
竹
大
日
」
に
重
ね
合
わ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
仇
討
に
つ
い
て
は
、

な
お
考
証
を
要
す
る
。

　

更
に
調
査
の
要
は
あ
る
が
、
後
述
す
る
幕
切
れ
の
演
出
な
ど
か
ら
も
、
本
作
が
江
戸

で
起
こ
っ
た
女
敵
討
の
事
件
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
確
実
と
思
わ
れ
る
。
初
演
時
に

人
名
や
地
名
な
ど
の
設
定
を
変
え
て
い
た
こ
と
も
、
実
事
を
扱
う
作
品
な
ら
で
は
の
配

慮
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
、「
浅
草
御
蔵
前
女
の
あ
だ
打
く
ど
き

ぶ
し
」
と
題
す
る
歌
謡
の
唄
本
も
板
行
さ
れ
て
お
り
、
門
付
芸
能
の
「
く
ど
き
ぶ
し
」

【図版１】瓦版「〈江戸／浅草〉御蔵前女仇討」
（東京大学大学院情報学環所蔵・小野秀雄コレクション〔敵討 N003〕）
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に
も
扱
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
二
〇
。
開
帳
で
話
題
と
な
っ
た
「
お
竹
大
日
」、
瓦
版
や
俗
謡
で
知
ら
れ
た
女
の
敵
討
の
巷
説
と
も

に
、
本
作
の
取
材
源
は
、
す
ぐ
れ
て
際
物
的
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

二　
『
双
蝶
色
成
曙
』
の
構
想
と
作
意
―
―
番
付
と
台
帳
の
検
証

（
一
）
構
成
と
舞
台
設
定 

―
― 

初
演
番
付
を
手
が
か
り
に

　

続
け
て
、
初
演
時
の
舞
台
設
定
や
演
出
に
つ
い
て
、
番
付
を
通
じ
て
検
証
す
る
。
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
の
初
演
時
の
台
帳
写

本
に
は
、『
双
蝶
色
成
曙
』
の
う
ち
「
お
竹
大
日
」
に
関
わ
る
場
面
し
か
記
さ
れ
な
い
た
め
、「
双
蝶
々
」
に
関
わ
る
筋
も
含
め
た
全
体
の

構
成
に
つ
い
て
は
、
初
演
時
の
番
付
を
見
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
役
割
番
付
・
辻
番
付
・
絵
本
番
付
の
順
に
そ
の
内
容
を
検
証
し
て
い

こ
う
（
い
ず
れ
も
演
劇
博
物
館
所
蔵
）。
ま
ず
、
役
割
番
付
に
は
、
本
作
の
大
名
題
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
二
一 

。

〈
再さ
い
お
ふ応
の
／
御お
こ
の
み好
に
／
任ま
か
せて
〉
男お
と
こ
や
ま
は
ち
ま
ん
ぐ
う
の
す
い
じ
や
く

山
八
幡
大
神
垂
迹

〈
有あ
り
が
た難
き
／
霊れ
い
む夢
を
／
蒙か
う
むり
〉
於お
た
け
だ
い
に
ち
に
よ
ら
い
の
ゆ
ら
い

竹
大
日
如
来
由
来
〈
綴

つ
ゞ
り

／
合

あ
は
せ
て〉

双
ふ
た
つ
ち
よ
う蝶

色い
ろ
の
で
き
あ
き

成
曙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早わ

せ稲
晩お

く
て稲　

四
番
続

　

大
名
題
「
双
蝶
色
成
曙
」
の
上
に
、「
男
山
八
幡
大
神
垂
迹
」「
於
竹
大
日
如
来
由
来
」
が
二
行
割
書
、
そ
れ
ぞ
れ
の
上
に
三
行
割
書
で

角
書
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
作
が
「
双
蝶
々
」
の
世
界
と
「
お
竹
大
日
」
を
「
綴
合
」
せ
る
形
で
構
想
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

な
お
、「
双
蝶
々
」「
お
竹
大
日
」
に
関
わ
る
筋
の
い
ず
れ
も
、
初
演
時
に
は
大
坂
を
舞
台
と
し
て
い
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
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「
双
蝶
々
」
は
、
そ
も
そ
も
実
在
の
力
士
の
逸
話
に
基
づ
く
題
材
で
、
大
坂
の
道
頓
堀
芝
居
、
高
台
橋
相
撲
を
舞
台
と
し
て
い
た
。
浄
瑠

璃
・
歌
舞
伎
を
は
じ
め
、
合
巻
等
に
も
多
数
仕
組
ま
れ
て
お
り
、
幕
末
ま
で
に
は
実
説
へ
の
意
識
は
薄
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

巷
説
に
由
来
す
る
と
い
う
点
で
は
、「
お
竹
大
日
」
と
も
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　

番
付
を
見
る
限
り
、『
双
蝶
色
成
曙
』
は
、
全
体
と
し
て
は
「
双
蝶
々
」
の
世
界
を
主
と
し
て
、
そ
こ
に
「
お
竹
大
日
」
を
取
り
合
わ

せ
る
形
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
役
割
番
付
の
場
割
で
は
、「
大
切
浄
瑠
璃
の
場
」
を
含
め
て
全
十
一
場
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、

お
竹
の
筋
に
関
わ
る
の
は
「
第
六　

天
満
町
坂
間
の
場
」「
第
七　

曾
根
崎
浪
宅
の
場
」「
第
八　

四
天
王
寺
橋
の
場
」
の
三
場
の
み
で
あ

る
。
こ
の
前
後
は
「
双
蝶
々
」
に
関
わ
る
場
面
と
な
っ
て
お
り
、「
双
蝶
々
」
の
世
界
の
中
に
、「
お
竹
大
日
」
に
関
わ
る
場
面
を
挟
む
形

で
上
演
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
辻
番
付
で
は
、
お
竹
に
関
わ
る
図
が
三
図
描
か
れ
て
お
り
、
右
の
場
割
に
い
う
三
場
面
に
対
応
し
て
い
る
二
二
。
第
一
場
面
で

は
、
包
丁
を
片
手
に
言
い
寄
る
男
に
対
し
、
お
竹
の
身
か
ら
光
明
が
放
た
れ
る
姿
が
描
か
れ
て
お
り
、「
お
竹
大
日
」
伝
承
と
の
関
わ
り

か
ら
注
目
さ
れ
る
【
図
版
２
】二
三
。
こ
の
演
出
は
絵
本
番
付
に
は
見
ら
れ
ず
、
台
帳
に
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
双
蝶
色
成
曙
』
の

芝
居
絵
に
は
同
様
の
場
面
を
描
く
も
の
が
あ
り
、
舞
台
上
で
こ
う
し
た
演
出
が
取
ら
れ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
【
図
版
３
】。

　

絵
本
番
付
で
は
、
お
竹
に
関
わ
る
図
と
し
て
「
四
幕
目　

坂
間
内
の
場　

浪
宅
の
場
」
お
よ
び
「
五
幕
目　

四
天
王
寺
橋
の
場
」
の
二

幕
三
場
が
描
か
れ
る
二
四
。「
坂
間
内
の
場
」
で
は
、
お
竹
が
台
所
で
米
を
研
ぐ
図
、「
浪
宅
の
場
」
は
お
竹
が
行
灯
の
灯
で
父
に
宛
て
た

文
を
書
く
と
こ
ろ
を
、
坂
間
勘
右
衛
門
が
覗
き
い
る
図
【
図
版
４
】。
五
幕
目
「
四
天
王
寺
橋
の
場
」
は
、
お
竹
が
敵
討
を
果
た
す
場
面

で
、
橋
の
欄
干
に
「
四
天
王
寺
ば
し
」
と
記
さ
れ
る
。

　

な
お
、
絵
本
番
付
の
五
幕
目
に
は
、
画
面
の
右
端
に
、
互
版
の
読
売
り
に
扮
し
た
田
之
助
ら
四
人
の
役
者
が
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
絵
本
番
付
の
一
点
に
、
次
の
よ
う
な
朱
筆
書
き
入
れ
が
み
ら
れ
る
【
図
版
５
】二
五
。
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此
敵
討
の
ば 

切
レ
る
と
直
ニ
幕
之
外
江　

○
芝
翫
○
田
之
助
○
九
蔵
○
小
文

治 
敵
討
之
次
第
ヲ
う
り
あ
る
く 

見
物
あ
ら
そ
ひ
も
ら
ふ

　

こ
の
演
出
は
、
初
演
時
の
台
帳
写
本
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。「
お
竹
大
日
」

の
筋
の
結
末
に
あ
た
る
敵
討
の
場
が
終
わ
り
、「
ひ
や
う
し
幕
」
が
引
か
れ
た
後

に
、
以
下
の
よ
う
な
ト
書
き
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
ぐ
と
幕
外
へ
芝
翫
、
田
の
助
、
九
蔵
、
小
文
治
、
よ
み
う
り
に
て
出
て
、

「
こ
れ
は
此
度 

大
坂
天
皇
寺
橋
に
て
親
の
仇
う
つ
た
次
第
を
ご
ろ
う
じ
ろ
」二
六

　
「
お
竹
大
日
」
に
関
わ
る
筋
の
幕
切
れ
に
、「
よ
み
う
り
」
に
扮
し
た
役
者
が

「
敵
討
之
次
第
」
を
売
り
歩
い
た
と
い
う
演
出
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
女
の
敵
討
の
巷
説
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
が
、
本
作
の
大
き
な
呼
び
物

で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。『
全
集
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

　

…
ト
引
附
け
る
と
、
辻
打
の
鳴
物
に
て
つ
な
ぎ
、
打
扮
出
来
次
第
幕
の

引
附
よ
り
、
駒
吉
、
お
た
の
、
三
吉
、
文
治
の
四
人
編
笠
を
冠
り
、
大
形

【図版２】『双蝶色成曙』辻番付
（早稲田大学演劇博物館蔵。X12-17157-004-039）



河
竹
黙
阿
弥
作
『
双
蝶
色
成
曙
』
を
め
ぐ
っ
て

九
五

揃
ひ
の
世
話
装
、
読
売
の
扮
装
に
て
敵
討
の
次
第
書
を
持
出
て
来
り
、

駒
吉　

こ
れ
は
此
の
度
浅
草
天
王
橋
に
て
、
親
の
敵
を
打
つ
た
る
次
第
、

た
の　

並
び
に
お
竹
大
日
如
来
の
由
来
、

三
吉　

絵
図
面
と
平
が
な
に
て
、
事
明
細
、

文
治　

紙
代
版
行
代
、
上
下
に
て
八
文
、

　

ト
東
西
へ
別
れ
、
土
間
桟
敷
へ
右
の
次
第
書
を
配
り
、
花
道
へ
入
る
。
知
せ
に

附
き
、
跡
シ
ャ
ギ
リ
。二
七

　

初
演
時
は
あ
く
ま
で
大
坂
・
四
天
王
寺
橋
の
敵
討
と
さ
れ
て
い
た
の
が
、『
全
集
』
で

は
「
浅
草
天
王
橋
」
に
戻
さ
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
本
作
に
つ
い
て
、
女
敵

討
の
実
事
を
仕
組
ん
だ
こ
と
が
大
き
な
眼
目
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。『
全
集
』

で
は
、
敵
討
の
次
第
書
と
あ
わ
せ
て
「
お
竹
大
日
の
由
来
」
も
あ
わ
せ
て
客
席
に
配
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、「
お
竹
大
日
」
も
敵
討
と
同
様
に
「
読
売
」
で
扱
わ
れ
る
の
に
適
し

た
題
材
と
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

　

現
時
点
で
確
認
さ
れ
る
限
り
、『
双
蝶
色
成
曙
』
と
こ
れ
に
基
づ
く
『
旭
影
光
明
噺
』

は
、「
お
竹
大
日
」
を
仕
組
ん
だ
歌
舞
伎
と
し
て
唯
一
の
例
で
あ
り
、
本
作
で
の
「
お
竹

大
日
」
の
脚
色
は
、
こ
の
伝
承
の
系
譜
を
考
え
る
上
で
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
節
で
は
、
台
帳
の
記
述
を
中
心

に
、
本
作
独
自
の
作
意
や
演
出
に
つ
い
て
、
更
に
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。
初
演
時
の
台
帳
写
本
と
『
全
集
』
に
も
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、 【図版３】『双蝶色成曙』芝居絵（豊原国周画、具足屋板。架蔵）



九
六

こ
の
点
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
考

察
を
試
み
た
い
。

（
二
）「
孝
女
」
お
竹
と
坂
間
勘
右

衛
門 

―
― 『
狂
言
百
種
』『
全
集
』

に
お
け
る
「
忠
義
」
の
強
調

　
「
お
竹
大
日
」
も
の
の
系
譜
上
、

『
双
蝶
色
成
曙
』
に
は
大
き
な
特

徴
が
あ
る
。
敵
討
を
主
軸
と
し
て

い
る
こ
と
、
そ
れ
と
関
わ
っ
て
、

「
孝
女
」
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
瓦
版
等
で
評

判
と
な
っ
て
い
た
女
の
敵
討
の
実
説
を
取
り
入
れ
た
結
果
、
女
な
が
ら
に
父
の
仇
を
討
つ
と
い
う
筋
が
強
調
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ

う
が
、
そ
も
そ
も
敵
討
の
筋
を
持
ち
込
む
と
い
う
発
想
自
体
、
先
行
す
る
合
巻
『
於お
た
け
だ
い
て
ち
ち
ゅ
う
こ
う
か
が
み

竹
大
日
忠
孝
鏡
』（
文
化
七
年
刊
、
式
亭
三
馬
作
、

勝
川
春
亭
画
）、『
黄こ
が
ね
の
は
な
さ
く
ら
ぎ
ぞ
う
し

金
花
桜
木
双
紙
』（
弘
化
二
年
～
嘉
永
元
年
刊
、
玉
蘭
斎
貞
秀
作
・
画
）
な
ど
の
作
例
で
、
お
竹
を
「
孝
女
」
と
す

る
造
型
が
常
道
と
な
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
も
の
と
も
言
え
よ
う
。

　
「
お
竹
大
日
」
伝
承
の
定
型
に
直
接
関
わ
る
描
写
は
、
全
体
の
中
で
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
序
幕
「
天
満
町
坂
間
の
場
」
に
て
、
竈
〆

の
金
を
集
め
に
諸
家
を
廻
る
法
印
・
喜
楽
院
と
、
坂
間
の
下
男
権
介
と
の
会
話
を
み
よ
う
。
な
お
、
表
記
は
原
本
に
従
い
、
句
読
点
を
適

【図版４】『双蝶色成曙』絵本番付
（早稲田大学演劇博物館蔵。ロ 23-00001-1115）

【図版５】『双蝶色成曙』絵本番付（同前）
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宜
補
っ
た
。

翫
次
郎
〔
喜
楽
院
〕　
　

時
に
け
ふ
は
お
竹
ど
ん
が
見
へ
ぬ
が
、
ど
こ
ぞ
へ
い
き
升
た
か
ナ
。

坂
太
郎
〔
権
介
〕　
　
　

は
い
、
只
今
奥
の
御
用
で
、
下
村
ま
で
油
を
買
に
い
き
な
す
つ
た
。

翫
〔
喜
楽
〕　
　
　
　
　

そ
う
で
厶
る
か
。
こ
ち
ら
の
用〈
マ
マ
〉な

結
構
な
お
う
ち
へ
は
、
ま
た
あ
ゝ
ゆ
う
い
ゝ
女
中
衆
が
く
る
と
は
、
目

の
寄
所
へ
玉
と
や
ら
で
厶
り
升
ナ
。

坂
〔
権
介
〕　
　
　
　
　

あ
ん
な
女
中
は
外
に
は
厶
り
升
せ
ぬ
。
ぢ
ぶ
ん
が
食
物
を
く
わ
ね
へ
で
親
の
所
へ
は
こ
ん
で
や
り
、
又
は

ぢ
ぶ
ん
は
な
が
し
の
す
み
へ
網
を
は
り
、
あ
ら
い
な
が
し
を
た
べ
る
と
云
。
あ
ん
な
親
孝
行
な
物
は
厶
り

升
せ
ぬ
。

翫
〔
喜
楽
〕　
　
　
　
　

そ
う
で
厶
る
か
。
そ
う
言
事
が
今
に
お
か
み
へ
し
れ
た
ら
、
青
ざ
し
の
御
ほ
う
び
で
も
も
ろ
う
で
あ
ろ

う
。
二
八

　

右
の
如
く
、
こ
こ
で
は
「
お
竹
大
日
」
伝
承
の
核
で
あ
る
流
し
の
袋
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
暮
ら
し
に
窮
す
る
親
へ
の
孝
行

の
一
環
と
し
て
語
ら
れ
る
。「
お
か
み
」
か
ら
「
青
ざ
し
の
御
ほ
う
び
」
を
貰
う
だ
ろ
う
と
の
台
詞
は
、
近
世
の
孝
子
表
彰
の
盛
行
を
か

す
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
作
に
お
い
て
は
、
流
し
の
袋
の
逸
事
も
、
全
て
親
へ
の
「
孝
」
と
い
う
観
点
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
点
に
注

意
し
て
お
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
お
竹
の
孝
心
を
称
え
る
一
方
で
、
こ
こ
で
は
奉
公
先
の
「
坂
間
家
」
へ
の
賞
賛
も
み
え
る
。
坂
間
家
の
如
き
「
結
構
な
お

う
ち
」
に
お
竹
の
よ
う
な
女
中
が
い
る
こ
と
を
、「
目
の
寄
所
へ
玉
」
と
、
双
方
を
持
ち
上
げ
る
形
で
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の



九
八

点
は
『
全
集
』
で
も
踏
襲
さ
れ
、
同
じ
く
喜
楽
院
と
権
介
の
応
酬
の
中
で
、「
お
慈
悲
深
い
此
方
の
お
家
」
に
お
竹
が
奉
公
し
て
い
る
こ

と
を
「
目
の
寄
所
へ
玉
と
や
ら
」
と
語
っ
て
い
る
二
九
。

　

右
の
台
詞
に
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
中
村
芝
翫
演
ず
る
お
竹
の
主
人
・
坂
間
勘
右
衛
門
は
、
本
作
で
は
侠
気
を
備
え
た
大
度
の
人
物
と

し
て
登
場
す
る
。
お
竹
の
父
の
在
所
「
曾
根
崎
浪
宅
の
場
」
で
、
父
親
の
借
財
の
返
済
に
迫
ら
れ
、
更
に
坂
間
家
手
代
の
盗
み
の
濡
れ
衣

を
着
せ
ら
れ
た
お
竹
は
、
我
が
身
を
売
っ
て
百
両
の
金
を
工
面
し
よ
う
と
決
意
す
る
が
、
こ
こ
に
中
村
芝
翫
の
演
ず
る
坂
間
勘
右
衛
門
が

颯
爽
と
現
れ
る
。

〽
坂
間
は
わ
ざ
と
あ
ら
け
な
く

芝
翫
〔
勘
右
〕　　
　

い
ん
や
な
ら
ぬ
、
暇
は
や
ら
れ
ぬ
。
た
と
へ
な
ん
で
あ
ろ
う
と
も
奉
公
中
は
主
人
の
体
、
親
の
ぢ
ゆ
う
に
さ

せ
ら
れ
ぬ
。
…
…
一
言
の
答
へ
も
な
く
、
此
身
を
苦
界
へ
し
づ
め
よ
う
と
は
、
世
に
も
ま
れ
な
る
、
○
イ
ヤ

サ
不
孝
も
の
め
。サ
ア
み
ど
も
と
い
つ
し
よ
に
か
へ
り
お
ろ
ふ
。

〽
口
と
心
は
裏
お
も
て
、
仏
も
鬼
に
み
ゆ
る
な
り
。

田
之
助
〔
お
竹
〕　
　

お
い
と
ま
の
出
ぬ
そ
の
う
へ
は
、

小
文
治
〔
彦
助
〕　
　

お
も
う
金
子
も
手
に
い
ら
ず
、

田
〔
お
竹
〕　
　
　
　

と
ゝ
さ
ま
の
お
か
を
も
た
ゝ
づ
。
彦
助
、

小
〔
彦
助
〕　
　
　
　

お
竹
さ
ま
、

田
〔
お
竹
〕　
　
　
　

ア
ヽ
ヽ
ヽ
。

〽
涙
と
ゝ
も
に
た
を
れ
ふ
す
。
勘
右
衛
門
は
始
終
の
や
う
す
見
て
と
つ
て
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芝
〔
勘
右
〕　
　
　
　

イ
ヤ
暇
は
や
ら
ぬ
そ
の
か
わ
り
、
そ
ち
が
給
金
、
こ
れ
を
そ
ち
に
し
ん
ぜ
る
程
に
、
こ
ゝ
ろ
お
き
な
く
こ
れ

を
つ
か
や
れ
。

〽
と
り
だ
す
心
の
つ
ゝ
み
金
、
さ
す
が
て
ん
ま
に
〔
を
〕
も
〔
た
〕
き 

人
の
司
と
思
わ
れ
る
。

ト
胴
巻
よ
り
五
十
両
づ
ゝ
み
を
弐
ツ
出
し
、
田
の
助
の
前
へ
置
。
田
の
助
小
文
治
恟
り
思
ひ
入
。

田
〔
お
竹
〕　
　
　
　

さ
や
う
な
れ
ば
な
ん
と
お
つ
し
や
る
、
み
す
〳
〵
大
ま
い
の
此
の
お
金
を
、

小
〔
彦
助
〕　
　
　
　

こ
ゝ
ろ
お
き
の
う
つ
か
へ
と
は
、

田
〔
お
竹
〕　
　
　
　

ヱ
ヽ
有
難
ふ
、

両
人　
　
　
　
　
　
　

厶
り
升
す
。
三
〇

　

父
の
た
め
に
苦
界
に
身
を
沈
め
よ
う
と
す
る
お
竹
の
孝
心
に
感
じ
て
、
勘
右
衛
門
は
給
金
の
名
目
で
快
く
百
両
の
金
子
を
与
え
る
の
で

あ
る
。
当
時
の
劇
界
の
重
鎮
で
あ
っ
た
中
村
芝
翫
が
演
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
勘
右
衛
門
が
本
作
に
お
い
て
お
竹
と
並
ぶ
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
後
勘
右
衛
門
は
、
坂
間
家
で
の
五
十
両
の
紛
失
は
手
代
の
九
助
の
悪
心
と
見
抜
い
て
い

た
こ
と
を
語
り
、
お
竹
の
無
実
を
請
け
合
う
。
こ
の
会
話
を
聞
い
て
、
お
竹
の
父
親
も
奥
の
一
間
か
ら
現
れ
、「
武
士
も
お
よ
ば
ぬ
」
勘

右
衛
門
の
心
底
に
礼
を
述
べ
て
い
る
三
一
。

　

こ
こ
で
、
侠
気
に
富
む
勘
右
衛
門
を
「
人
の
司
」
と
称
え
て
い
る
点
に
も
注
意
し
た
い
。
な
お
、
引
用
中
の
「
て
ん
ま
に
」
以
下
の
部

分
は
、
ミ
セ
ケ
チ
で
傍
書
・
上
か
ら
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
訂
正
前
の
文
字
は
残
念
な
が
ら
判
読
し
が
た
い
が
、「
名
も
高
き
」
な
ど
の
表

現
が
後
か
ら
訂
さ
れ
た
も
の
か
。
詳
し
い
事
情
は
不
明
な
が
ら
、
実
在
の
名
主
で
あ
る
馬
込
家
に
対
す
る
配
慮
に
よ
っ
て
台
詞
が
改
変
さ

れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
そ
れ
自
体
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
本
稿
の
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
お
竹
の
主
人
と
さ
れ
る
佐
久
間
家
の
職



一
〇
〇

分
は
馬
込
家
に
引
き
継
が
れ
、
大
伝
馬
町
で
現
に
名
主
役
を
務
め
て
い
た
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
江
戸
市
中
で
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
初
演
時
に
は
大
坂
の
「
天
満
町
」
に
舞
台
を
仮
託
し
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
れ
が
馬
込
家
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
説
明
を

要
さ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
坂
間
勘
右
衛
門
へ
の
賞
賛
は
、
実
在
の
名
主
馬
込
家
へ
の
挨
拶
を
も
含
ん
で
い
た
も
の
と
思
し
い
。

　

こ
の
場
面
に
つ
い
て
、『
全
集
』
の
記
述
を
見
て
お
こ
う
。

勘
右　

苦
界
へ
沈
む
と
聞
く
上
は
、
暇
は
遣
ら
ぬ
が
其
替
り
、
金
が
入
る
な
ら
そ
ち
が
給
金
、
心
置
き
な
く
こ
れ
を
遣
や
れ
。

〽
取
出
す
坂
間
勘
右
衛
門
が
、
深
き
心
を
包
み
金
、
お
竹
は
手
に
取
り
打
驚
き
、

ト
勘
右
衛
門
思
入
あ
つ
て
懐
よ
り
百
両
包
み
を
出
し
、
お
竹
の
前
へ
置
く
、
お
竹
取
上
げ
見
て
、

お
竹　

や
ゝ
、
こ
り
や
大
ま
い
の
、
此
の
お
金
、

彦
助　

正
し
く
高
は
小
判
で
百
両
、

お
竹　

そ
ん
な
ら
是
を
、

勘
右　

苦
界
の
勤
め
致
さ
せ
ぬ
替
り
に
恵
む
そ
ち
が
給
金
、
是
に
て
償
ふ
百
両
の
半
は
宅
に
て
う
せ
た
る
金
、
正
し
く
久
助
が
仕
業

と
は
推
量
な
せ
ど
證
拠
な
く
、
其
場
に
落
散
る
簪
が
お
竹
が
所
持
に
抜
さ
し
も
な
ら
ぬ
證
拠
に
盗
み
し
と
疑
ひ
受
し
は
其
身

の
不
運
、
そ
れ
故
遣
す
此
金
で
、
今
日
に
つ
ゞ
ま
る
親
子
の
難
儀
、
両
様
共
に
償
う
て
矢
張
奉
公
致
し
て
く
り
や
れ
、
主
人

へ
忠
義
親
へ
孝
行
、
世
に
も
稀
な
る
そ
ち
故
に
語
り
草
に
も
残
し
た
く
、
思
ふ
が
故
に
暇
は
や
ら
ぬ
。

〽
伝
馬
町
に
名
も
高
き
、
坂
間
の
主
勘
右
衛
門
人
の
司
と
見
え
に
け
る
三
二

　

勘
右
衛
門
が
給
金
の
名
目
で
百
両
を
快
く
与
え
る
こ
と
な
ど
、
筋
立
て
は
基
本
的
に
一
致
し
て
い
る
が
、
お
竹
の
心
根
を
称
え
る
箇
所



河
竹
黙
阿
弥
作
『
双
蝶
色
成
曙
』
を
め
ぐ
っ
て

一
〇
一

の
台
詞
に
注
意
し
た
い
。
こ
こ
で
勘
右
衛
門
は
、「
主
人
へ
忠
義
親
へ
孝
行
」
と
、
お
竹
の
美
質
と
し
て
「
忠
孝
」
の
兼
備
に
触
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

初
演
時
の
台
帳
写
本
で
も
、
暇
を
と
っ
て
身
売
り
を
し
よ
う
と
す
る
お
竹
に
「
奉
公
中
は
主
人
の
体
」
と
、
奉
公
人
と
し
て
の
心
得
を

説
く
台
詞
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
お
竹
に
身
売
り
を
さ
せ
ま
い
と
す
る
方
便
で
あ
り
、
焦
点
は
あ
く
ま
で
、
親
の
た
め
に
苦
界
に
身
を
沈
め

よ
う
と
す
る
お
竹
の
孝
心
に
あ
る
。
お
竹
の
父
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
受
け
た
勘
右
衛
門
が
、「
あ
ま
り
お
竹
の
孝
心
に
、
お
も
は
づ
か
ん

ぢ
入
り
ま
し
た
」（
二
十
三
ウ
）
と
答
え
て
い
る
の
は
そ
の
端
的
な
表
れ
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
こ
の
場
面
で
は
、
主
眼
は
お
竹
の
孝

心
に
あ
り
、「
主
人
へ
忠
義
」
に
相
当
す
る
描
写
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

右
の
見
地
か
ら
『
全
集
』
の
本
文
を
読
み
直
す
と
、
初
演
時
に
は
見
ら
れ
な
い
「
忠
義
」
に
関
わ
る
台
詞
が
随
所
に
散
見
す
る
。
た
と

え
ば
、
先
に
引
用
し
た
喜
楽
院
と
権
介
に
よ
る
お
竹
の
人
物
評
の
場
面
で
も
、
喜
楽
院
の
口
を
借
り
て
、「
器
量
が
よ
く
て
世
辞
が
よ
く

て
、
御
奉
公
を
大
事
に
勤
め
、
今
時
あ
ん
な
女
中
は
な
い
」
三
三
と
言
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
台
詞
自
体
は
ご
く
当
た
り
前
の
讃
辞
で
は
あ

る
が
、
初
演
時
の
台
帳
写
本
で
は
、
先
引
の
通
り
、
流
し
の
網
の
逸
話
と
施
し
を
す
る
美
徳
、
そ
し
て
親
孝
行
の
件
が
語
ら
れ
る
の
み
で

あ
っ
た
。「
御
奉
公
を
大
事
に
勤
め
」
る
と
い
う
形
容
は
、
実
は
後
か
ら
付
加
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

細
か
な
異
同
の
よ
う
で
い
て
、
こ
の
改
変
は
明
治
期
の
思
潮
に
関
わ
る
重
要
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
初
演
時
の
合

帳
写
本
に
み
ら
れ
る
「
孝
」
の
強
調
も
、
幕
末
に
お
け
る
一
つ
の
類
型
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
の
背
景
を
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、

明
治
に
入
っ
て
、「
忠
孝
」
と
い
う
両
様
の
徳
目
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
背
景
に
は
大
き
な
思
潮
の
変
化
が
あ

る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
親
へ
孝
行
」
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、「
主
人
へ
忠
義
」
の
側
面
を
備
え
て
は
じ
め
て
、『
狂
言
百
種
』（
明

治
二
十
六
年
）
と
『
全
集
』（
大
正
十
三
年
）
刊
行
時
の
お
竹
は
全
き
賞
賛
の
対
象
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。



一
〇
二

（
三
）
大
日
如
来
の
本
地
と
「
後
光
」
―
― 

幕
切
れ
の
演
出
を
中
心
に

　

次
に
、
お
竹
の
「
大
日
如
来
」
と
し
て
の
描
写
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
双
蝶
色
成
曙
』
の
お
竹

は
、「
孝
女
」
と
し
て
の
性
格
を
強
調
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
は
そ
れ
と
関
わ
っ
て
、
台
帳
写
本
を
見
る
限
り
、「
大
日
如
来
の
化
身
」

と
し
て
の
側
面
が
明
確
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
大
日
如
来
と
の
縁
を
仄
め
か
す
の
は
、
幕
開
き
の
坂
間
家
下
男
た
ち
の
会
話
で
、

お
竹
が
「
横
町
の
大
日
さ
ま
」
の
と
こ
ろ
に
行
っ
た
、
と
語
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
三
四
。
先
述
の
通
り
、
辻
番
付
に
は
光
明
を
放
つ
お
竹

を
描
い
た
例
が
あ
る
が
、
初
演
時
の
台
帳
写
本
・『
全
集
』
と
も
に
、
こ
の
演
出
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

た
だ
し
、
幕
切
れ
の
場
面
に
は
、
光
明
の
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し
た
演
出
が
み
え
る
。
彦
助
と
坂
間
勘
右
衛
門
の
助
力
を
得
て
、
敵
討
の

本
懐
を
遂
げ
た
お
竹
の
身
か
ら
、
後
光
が
さ
す
仕
掛
け
が
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

芝
翫
〔
勘
右
〕　
　
　

主
の
あ
だ
親
の
あ
だ
、
打
た
る
う
へ
は
、
こ
れ
に
ま
し
た
る
孝
や
あ
ら
ん
。

田
之
助
〔
お
竹
〕　
　

多
く
の
人
を
手
に
か
け
た
れ
ば
、
し
よ
せ
ん
い
き
て
は
い
ら
れ
ぬ
こ
の
身
。

芝
〔
勘
右
〕　
　
　
　

は
や
ま
る
な
、
た
と
へ
人
を
殺
し
た
と
て
、
親
の
仇
を
打
た
る
其
方
、
そ
れ
が
し
方
よ
り
お
上
へ
は
よ
し
な

に
申
上
ん
。

小
文
治
〔
彦
助
〕　
　

も
は
や
明
け
方
、

芝
〔
勘
右
〕　
　
　
　

仇
を
打
た
も
天
の
め
ぐ
み
、

田
〔
お
竹
〕　
　
　
　

嬉
し
や
こ
の
身
も
、

ト
田
之
助
手
を
あ
は
せ
る
。
仕
掛
に
て
ご
か
う
さ
す
。
こ
れ
を
木
の
頭

皆
　々
　
　
　
　
　
　

か
た
じ
け
な
い
。



河
竹
黙
阿
弥
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一
〇
三

ト
よ
ろ
し
く　
　
　
　
　
　

ひ
や
う
し
幕

　

田
之
助
演
ず
る
お
竹
の
身
か
ら
「
ご
か
う
（
後
光
）」
の
さ
す
仕
掛
け
で
幕
切
れ
に
な
る
の
は
、「
お
竹
大
日
」
の
正
体
を
か
す
め
た
演

出
と
考
え
ら
れ
る
。
後
光
あ
る
い
は
光
明
を
放
つ
お
竹
の
姿
は
、
こ
の
題
材
を
扱
っ
た
開
帳
錦
絵
で
も
し
ば
し
ば
取
ら
れ
た
図
様
で
あ
っ

た
三
五
。「
お
竹
大
日
」
伝
承
の
う
ち
で
、
お
竹
が
大
日
如
来
の
化
身
と
さ
れ
る
の
は
、
当
時
と
し
て
は
説
明
を
要
さ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
。
し
か
し
劇
中
の
台
詞
で
は
、
そ
の
点
を
言
明
す
る
こ
と
は
な
い
。
光
明
を
放
つ
お
竹
の
イ
メ
ー
ジ
を
舞
台
上
に
現
出
し
な
が
ら
、

台
詞
の
上
で
は
、
あ
く
ま
で
「
孝
」
の
美
徳
を
称
揚
す
る
の
で
あ
る
。

　

付
言
す
れ
ば
、
右
の
坂
間
の
台
詞
の
中
で
、「
そ
れ
が
し
方
よ
り
お
上
へ
は
よ
し
な
に
申
上
ん
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
佐
久
間
氏

（
馬
込
氏
）
が
名
主
職
を
勤
め
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
な
お
『
全
集
』
で
も
、
こ
れ
に
相
当
す
る
台
詞
と
し
て
、

「
我
よ
り
上
へ
言
上
な
せ
ば
、
後
に
は
決
し
て
お
祟
り
な
き
ぞ
」
と
あ
る
三
六 

。

　
『
全
集
』
の
幕
切
れ
の
演
出
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て
見
て
お
こ
う
。

勘
右　

か
ゝ
る
忠
孝
全
き
も
の
召
抱
へ
し
は
家
の
規
模
、
末
世
末
代
世
の
鑑
。（
ト
本
釣
鐘
、
烏
笛
。）

お
竹　

最
早
夜
明
に
、
横
雲
晴
れ
、

彦
助　

空
に
輝
く
朝
日
の
光
。

ト
お
竹
よ
き
所
に
立
つ
と
此
後
よ
り
灯
入
の
日
の
出
を
出
し
、
光
明
の
さ
す
を
お
竹
よ
り
光
り
の
さ
す
様
に
見
え
る
仕
掛

け
。

梅
之　

敵
を
討
ち
し
も
、



一
〇
四

勘
右　

天
の
恵
み
、

三
人　

ち
え
ゝ
忝
な
い
、

ト
お
竹
一
巻
を
持
ち
大
日
如
来
の
思
入
、
梅
之
介
彦
助
朝
日
を
拝
む
心
に
て
、
お
竹
を
拝
む
よ
う
に
見
え
る
仕
掛
、
勘
右

衛
門
扇
に
て
あ
ふ
ぎ
立
て
る
、
此
の
見
得
引
張
り
宜
し
く
明
六
ツ
の
時
の
太
鼓
、
カ
ケ
リ
に
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幕

　

筋
立
て
や
演
出
な
ど
、
全
体
の
流
れ
は
基
本
的
に
初
演
時
の
台
帳
写
本
と
同
様
で
あ
る
が
、
お
竹
を
「
忠
孝
全
き
も
の
」
と
称
揚
す
る

点
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
『
全
集
』
の
（
す
な
わ
ち
『
狂
言
百
種
』
入
集
時
の
）
書
き
換
え
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。「
末
世
末

代
家
の
鑑
」
と
い
う
表
現
も
、
や
は
り
初
演
時
の
台
帳
写
本
に
は
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

台
詞
以
外
の
演
出
や
仕
掛
け
に
関
わ
る
指
示
も
、『
全
集
』
で
は
よ
り
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
お
竹
の
後
光
に
つ
い
て
、
初
演
時
の

台
帳
写
本
で
は
「
仕
掛
け
」
の
詳
細
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、『
全
集
』
で
は
「
灯
入
の
日
の
出
」
を
使
っ
て
「
お
竹
よ
り
光
り

の
さ
す
様
に
」
見
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
お
竹
が
「
大
日
如
来
の
思
入
」
を
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
ほ
か
、
お
竹
の
甥
・

梅
之
助
と
彦
助
が
、「
朝
日
を
拝
む
心
」
で
お
竹
を
拝
む
と
い
う
の
も
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。「
忠
孝
」
兼
備
を
称
え
ら
れ
る
お
竹
の
威
光

は
、
初
演
時
よ
り
更
に
増
幅
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

右
の
場
面
に
続
い
て
、
初
演
と
同
様
、
先
述
の
通
り
幕
外
に
「
読
売
り
」
の
扮
装
を
し
た
役
者
た
ち
が
並
び
、
敵
討
の
次
第
を
配
っ
て

「
お
竹
大
日
」
に
関
わ
る
筋
は
終
幕
と
な
る
。
歌
舞
伎
の
お
竹
は
最
後
ま
で
昇
天
は
せ
ず
、
一
人
の
「
孝
女
」
の
ま
ま
で
こ
の
地
上
に
留

ま
る
の
で
あ
る
。
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一
〇
五

三　

結
び
に
代
え
て 

―
― 

昇
天
し
な
い
「
孝
女
お
竹
」

　

本
稿
で
は
、「
お
竹
大
日
」
を
扱
っ
た
黙
阿
弥
作
の
歌
舞
伎
『
双
蝶
色
成
曙
』
に
つ
い
て
、
構
想
の
特
徴
を
検
討
し
て
き
た
。
本
作
の

最
大
の
特
色
は
、
浅
草
天
王
橋
で
の
女
の
敵
討
の
実
説
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
結
果
と
し
て
、
親
に
対
す
る
「
孝
」
の
側
面
が
強
調
さ
れ
た

こ
と
に
あ
る
。
流
し
の
袋
の
逸
話
や
施
し
の
美
談
な
ど
、「
お
竹
大
日
」
伝
承
の
核
と
な
る
要
素
も
継
承
さ
れ
て
は
い
る
が
、『
双
蝶
色
成

曙
』
の
筋
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
巷
説
に
基
づ
く
敵
討
の
筋
で
あ
っ
た
。

　

あ
る
意
味
で
は
、「
大
日
如
来
の
化
身
」
と
い
う
要
素
だ
け
で
は
、
お
そ
ら
く
歌
舞
伎
の
題
材
と
し
て
は
説
得
力
を
持
た
な
か
っ
た
と

い
う
言
い
方
も
で
き
よ
う
か
。
下
女
と
し
て
水
仕
奉
行
を
し
て
い
た
お
竹
が
、
最
後
に
如
来
と
し
て
の
正
体
を
現
し
て
昇
天
す
る
、
と
い

う
筋
の
み
で
は
、
お
そ
ら
く
元
治
元
年
の
守
田
座
の
観
客
は
納
得
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
光
明
を
放
つ
如
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
ね
ら

れ
つ
つ
、
本
作
の
お
竹
は
、
親
に
孝
を
尽
く
し
、
敵
討
ち
の
宿
願
を
果
た
す
「
孝
女
」
と
し
て
舞
台
上
に
立
ち
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
、『
狂
言
百
種
』
お
よ
び
『
全
集
』
で
は
、
お
竹
の
造
型
と
し
て
「
忠
孝
全
き
」
美
質
が
強
調
さ
れ
て
い
く
。
初
演
時
の
台
帳
写

本
で
は
あ
く
ま
で
「
親
へ
の
孝
行
」
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、『
狂
言
百
種
』
と
『
全
集
』
で
は
、
台
詞
の
随
所
に
、「
主
人
へ
忠

義
」
の
要
素
が
加
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
全
体
の
筋
立
て
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
に
踏
襲
し
な
が
ら
、「
忠
」
を
少
し
ず
つ
前
面
に
出
し

て
い
く
背
景
に
は
、「
忠
君
愛
国
」
を
唱
え
る
時
代
の
動
向
が
忍
び
寄
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
下
っ
て
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
は
、
坪
内
逍
遙
の
監
修
の
も
と
、
小
寺
融
吉
が
本
作
を
ぺ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
野
外

劇
）
と
し
て
脚
色
し
て
い
る
こ
と
を
、
牛
島
史
彦
が
指
摘
し
て
い
る
。
試
演
の
場
所
は
、
お
竹
を
信
心
し
た
と
い
う
桂
昌
院
の
葬
ら
れ

た
、
芝
の
増
上
寺
で
あ
っ
た
。

　

…
現
代
で
も
、
早
稲
田
系
の
「
近
代
劇
場
」
が
一
〇
年
以
上
前
に
同
寺
で
再
演
を
試
み
た
よ
う
だ
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
ペ
ー



一
〇
六

ジ
ェ
ン
ト
は
、
坪
内
が
地
方
青
年
の
啓
蒙
と
民
俗
芸
能
の
復
興
の
た
め
に
導
入
を
試
み
た
演
劇
の
一
形
態
で
、
門
下
の
小
寺
融
吉
や

永
田
衡
吉
等
に
よ
っ
て
こ
の
時
期
盛
ん
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
定
着
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
小
寺
・
永
田

両
氏
等
が
確
定
し
推
進
し
た
「
郷
土
芸
能
」
の
研
究
お
よ
び
調
査
保
護
普
及
と
い
う
業
績
は
、
現
代
の
文
化
財
行
政
に
も
多
大
の
影

響
を
与
え
て
い
る
点
は
銘
記
さ
れ
る
。三
七 

　
「
近
代
劇
場
」
に
よ
る
再
演
の
記
録
な
ど
、
詳
細
は
な
お
調
査
の
必
要
が
あ
る
が
、
近
現
代
の
青
年
演
劇
の
中
で
も
「
お
竹
大
日
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
郷
土
芸
能
」
の
研
究
と
普
及
と
い
う
観
点
か
ら
は
、「
お
竹
大
日
」

の
出
羽
三
山
信
仰
と
の
関
わ
り
や
、
民
間
伝
承
と
の
接
点
が
注
目
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
、
ま
ず
は
歌
舞
伎
と
し
て

脚
色
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
坪
内
逍
遙
や
小
寺
融
吉
ら
の
着
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
歌
舞
伎
を
介
し
て
、「
お
竹

大
日
」
伝
承
は
近
現
代
の
演
劇
に
も
流
れ
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。「
お
竹
大
日
」
伝
承
は
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
日
本
演
劇
の
過
渡
期

に
あ
っ
て
、
何
が
継
承
さ
れ
、
何
が
消
え
て
い
っ
た
か
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

（
か
ん
ば
や
し　

な
お
こ
・
本
学
准
教
授
）



河
竹
黙
阿
弥
作
『
双
蝶
色
成
曙
』
を
め
ぐ
っ
て

一
〇
七

一

こ
の
題
材
の
称
は
、「
お
竹
大
日
如
来
」「
お
竹
大
日
」
な
ど
複
数
あ
る
が
、
本
稿
で
は
以
下
「
お
竹
大
日
」
に
統
一
す
る
。
こ
の
伝
承

に
関
す
る
主
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
延
広
真
治
「
講
談
速
記
本
ノ
ー
ト
三
十　

お
竹
如
来
」（『
民
俗
芸
能
』
二
一
七
号
、
一
九
八
四
年

五
月
）、
宮
田
登
「
お
竹
大
日
如
来
―
―
江
戸
の
都
市
伝
説
」（『
江
戸
文
学
』
第
四
号
、
一
九
九
〇
年
十
一
月
）、
向
井
信
夫
「
古
書
雑
録 

二 

お
竹
大
日
」（『
江
戸
文
芸
叢
話
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
五
年
）、
小
松
和
彦
「
お
竹
―
―
羽
黒
山
お
竹
大
日
堂
」（『
神
に
な
っ
た
人

び
と
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
一
年
）
等
が
あ
る
。

二

『
玉
滴
隠
見
』
は
『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
』
第
四
四
巻
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
五
年
）、『
新
著
聞
集
』
は
『
日
本
随
筆
大
成
』
第

二
期
第
五
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）
に
拠
っ
た
。

三

佐
久
間
家
・
馬
込
家
に
つ
い
て
は
、
高
山
慶
子
『
大
伝
馬
町
名
主
の
馬
込
勘
解
由
』（
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
調
査
報
告
書
第
二
一

集
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
『
江
戸
の
名
主 
馬
込
勘
解
由
』（
春
風
社
、
二
〇
二
〇
年
）
等
を
参
照
。

四

「「
お
竹
大
日
」
伝
承
の
生
成
―
―
開
帳
と
出
羽
三
山
信
仰
、
名
所
記
を
通
じ
て
」（『
鶴
見
大
学
文
学
部
紀
要
（
日
本
語
・
日
本
文
学

編
）』
五
五
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
）。

五

江
戸
出
開
帳
に
つ
い
て
は
、
比
留
間
尚
「
江
戸
の
開
帳
」（
西
山
松
之
助
編
『
江
戸
町
人
の
研
究
』
第
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
三
年
）、
同
『
江
戸
の
開
帳
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）
を
参
照
。

六

拙
稿
「
近
世
の
俗
文
芸
と
「
お
竹
大
日
」
伝
承
―
―
文
化
文
政
期
を
中
心
に
」（『
大
衆
文
化
』
一
九
号
、
立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
研
究

所
、
二
〇
一
八
年
十
月
）、「
式
亭
三
馬
作
『
於
竹
大
日
忠
孝
鏡
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―
文
化
期
の
三
馬
合
巻
と
そ
の
典
拠
」（『
国
語
国
文
』

八
八-

三
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
）。

七

お
竹
以
外
の
主
要
人
物
の
配
役
は
以
下
の
通
り
。
坂
間
勘
右
衛
門
は
澤
村
高
助
、
丈
五
郎
は
助
高
屋
訥
子
、
橋
本
次
郎
右
衛
門
は
市
川



一
〇
八

寿
美
蔵
、
彦
助
は
片
岡
我
童
が
演
じ
て
い
る
（『
黙
阿
弥
全
集
』『
歌
舞
伎
年
表
』
等
に
よ
る
）。
初
演
時
の
配
役
の
詳
細
は
、
後
掲
の

『
黙
阿
弥
全
集
』
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。

八

請
求
番
号
は
イ12-1293

。
写
本
一
冊
、
共
紙
表
紙
、
本
文
三
十
二
丁
。
表
紙
（
墨
筆
打
付
）「
当
ル
子
の
顔
見
世
狂
言 

双
蝶
色
成
曙

／
第
壱
番
目
中
幕
／
坂
間
住
家
台
所
の
場
／
曾
根
崎
村
次
郎
右
衛
門
住
家
の
場
／
四
天
王
寺
橋
敵
討
の
場
」、
以
下
役
者
名
を
列
挙
。
後

ろ
表
紙
「
元
治
元
申
子
年
十
一
月
大
吉
日
／
紙
数
三
拾
葉
／
千
穐
万
歳
／
大
入
叶
／
作
者　

河
竹
新
七
」。

九

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
は
、
絵
本
番
付
七
点
、
役
割
番
付
五
点
、
辻
番
付
二
点
が
所
蔵
さ
れ
る
（
同
館
番
付
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て

閲
覧
）。
い
ず
れ
も
同
版
と
推
定
さ
れ
る
。

一
〇

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
「
浮
世
絵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
り
閲
覧
。『
黙
阿
弥
全
集
』
に
も
三
枚
続
の
芝
居
絵
一
点
、
図
録
『
江
戸

の
旅
と
流
行
仏
―
―
お
竹
大
日
と
出
羽
三
山
』（
牛
島
史
彦
編
、
板
橋
区
郷
土
資
料
館
、
一
九
九
二
年
）
に
も
三
枚
続
の
芝
居
絵
二
点
が

載
せ
ら
れ
る
。

一
一

再
演
時
の
番
付
と
し
て
は
、
辻
番
付
二
点
（
イ13-292-339

、
ロ22-51-199

）、
役
割
番
付
が
三
点
（
ロ24-13-234

、
ロ24-7-32G

、

ロ24-8-7M

）
が
所
蔵
さ
れ
、
い
ず
れ
も
「
近
世
芝
居
番
付
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
再
演
時
は
『
菅
原
伝
授

手
習
鑑
』
に
続
く
二
番
目
狂
言
と
し
て
上
演
、
所
作
事
「
白
紅
雛
段
幕
」
が
続
く
。
役
割
番
付
に
よ
っ
て
場
割
を
示
せ
ば
、
第
二
番
目
序

幕
は
「
坂
間
内
の
場 

浪
宅
の
場
／
同
返
シ 

天
王
橋
仇
討
の
場
」。

一
二

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
を
参
照
（
国
会
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ
る
）。
な
お
、『
黙
阿
弥
の
手
紙
日
記
報
條
な
ど
』（
演
劇
出
版

社
、
一
九
六
六
年
）
所
収
の
黙
阿
弥
晩
年
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
五
年
十
二
月
八
日
記
事
に
、『
狂
言
百
種
』
八
号
の
原
稿
に
つ

い
て
春
陽
堂
よ
り
「
催
促
の
は
が
き
」
が
来
た
と
の
記
述
が
み
え
る
（
二
五
〇
頁
）。
黙
阿
弥
は
翌
年
一
月
三
日
に
脳
出
血
で
病
臥
、
同

二
十
二
日
に
没
し
て
お
り
、
八
号
所
載
の
原
稿
は
、
図
ら
ず
も
黙
阿
弥
の
最
晩
年
の
仕
事
の
一
つ
と
な
っ
た
。



河
竹
黙
阿
弥
作
『
双
蝶
色
成
曙
』
を
め
ぐ
っ
て

一
〇
九

一
三

後
掲
の
『
全
集
』
解
説
で
も
同
書
に
言
及
、
底
本
と
し
て
拠
っ
た
も
の
と
推
さ
れ
る
。
口
絵
と
し
て
は
初
演
時
の
錦
絵
、
名
題
の
カ
タ

リ
は
再
演
時
の
も
の
を
載
せ
る
。

一
四

河
竹
繁
俊
誌
、『
全
集
』
第
四
巻
、
七
六
八
頁
。
な
お
、
飯
塚
友
一
郎
『
歌
舞
伎
細
見
』（
第
一
書
房
、
一
九
二
六
年
）
で
は
、
題
材
と

な
っ
た
女
敵
討
に
つ
い
て
「
文
政
の
頃
」
と
す
る
が
、
文
政
期
の
記
録
と
し
て
該
当
す
る
も
の
は
見
出
せ
て
お
ら
ず
、
根
拠
は
未
詳
。

一
五

引
用
は
東
洋
文
庫
版
『
武
江
年
表
』
下
巻
（
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
）
一
三
六
頁
に
よ
る
。

一
六『
ニ
ュ
ー
ス
の
誕
生
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
四
七
頁
。
図
録
と
同
様
の
内
容
を
載
せ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
も
、
瓦
版
の

画
像
と
翻
刻
を
公
開
。
挿
図
は
「
天
王
町
／
鳥
越
橋
際
」
に
て
、「
名
主
幸
七
妹 

た
か　

二
十
六
才
」「
敵
与
右
衛
門　

五
十
七
才
」「
助

刀
軍
平
」
の
三
者
を
描
く
。

http://um
db.um

.u-tokyo.ac.jp/D
PastExh/Publish_db/1999new

s/02/20301.htm
l

一
七『
藤
岡
屋
日
記 

第
五
巻
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
九
年
）。
こ
の
一
件
に
つ
き
、
た
か
の
「
申
口
」
と
、
与
右
衛
門
の
婿
養
子
与
市
・
親

類
総
代
喜
右
衛
門
の
書
付
を
載
せ
る
（
四
三
二
～
四
三
四
頁
）。

一
八

旺
文
社
文
庫
、
一
九
八
七
年
。
同
書
で
は
、
事
件
の
発
端
は
与
右
衛
門
が
年
貢
米
を
横
領
し
た
た
め
、
百
姓
組
頭
の
幸
七
と
反
目
、
こ

れ
を
恨
ん
だ
与
右
衛
門
が
幸
七
を
毒
殺
し
た
と
す
る
。
助
太
刀
を
叔
父
と
す
る
の
は
『
武
江
年
表
』
の
朝
倉
無
声
に
よ
る
増
補
記
事
と
同

様
で
あ
る
が
、
与
右
衛
門
の
年
貢
横
領
の
件
も
含
め
て
根
拠
不
明
。
な
お
、
時
代
は
下
る
が
、
野
村
胡
堂
『
半
七
捕
物
帖
』
に
も
こ
の
事

件
へ
の
言
及
が
み
え
る
。

一
九

た
か
の
「
申
口
」
の
中
に
、「
私
義
十
ケ
年
以
前
、
辰
ノ
二
月
中
、
右
与
右
衛
門
媒
人
ニ
而
、
右
忠
次
方
へ
縁
付
申
候
」
と
あ
る

（
四
三
二
頁
）。

二
〇「
く
ど
き
ぶ
し
」
の
唄
本
は
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
・
特
別
買
上
文
庫
所
蔵
。
倉
田
喜
弘
編
『
く
ど
き
ぶ
し
の
世
界
』（
ゆ
ま
に
書



一
一
〇

房
、
二
〇
二
一
年
）
に
、
詞
章
の
全
文
翻
刻
が
収
載
さ
れ
る
。
幕
末
・
明
治
期
の
俗
謡
「
く
ど
き
ぶ
し
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
く
ど
き

ぶ
し
の
世
界
』
の
ほ
か
、
西
沢
爽
『
日
本
近
代
歌
謡
史
』（
桜
楓
社
、
一
九
九
〇
年
）、
玩
究
隠
士
校
注
『
瓦
版
集
成 

く
ど
き
節
と
一
つ

と
せ
節
』（
俗
謡
叢
書
第
十
冊
、
太
平
書
屋
、
二
〇
〇
七
年
）
等
を
参
照
。

二
一

以
下
、
番
付
は
全
て
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
所
蔵
。
引
用
の
番
付
番
号
は
ロ24-0009-001A

V

（
ほ
か
四
点
存
、
同
版
）。

二
二

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
、X

12-17157-004-039

ほ
か
一
点
。

二
三

こ
の
場
面
は
、
手
代
の
九
助
が
お
竹
に
言
い
寄
る
場
面
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
初
演
時
の
台
帳
写
本
を
見
る
限
り
、
九
助
が
包

丁
を
手
に
す
る
と
い
う
記
述
は
な
い
。
ま
た
、
言
い
寄
ら
れ
た
お
竹
は
九
助
の
手
を
ね
じ
上
げ
、
怯
ん
だ
隙
に
顔
を
ぶ
っ
て
立
ち
去
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
思
い
が
け
な
い
強
さ
に
「
さ
ぶ
り
流
の
鎗
の
た
つ
ぢ
ん
の
娘
」（
五
オ
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
合
わ
せ
る
描
写
は

見
ら
れ
る
が
（『
全
集
』
も
同
）、
光
明
を
放
つ
と
い
う
演
出
は
、
台
帳
か
ら
は
確
認
さ
れ
な
い
。

二
四

イ13-00297-0067c

ほ
か
六
点
。
う
ち
一
点
に
は
朱
筆
書
き
入
れ
あ
り
（
次
注
）。

二
五

ロ23-00001-1115

。

二
六

三
二
丁
裏
（
こ
の
文
言
で
台
帳
写
本
は
終
わ
る
）。
引
用
に
際
し
て
適
宜
句
読
点
を
施
し
、
口
上
に
あ
た
る
部
分
に
は
「　

」
を
付
し
た
。

二
七『
全
集
』
八
四
三
頁
。

二
八

二
丁
表
。
台
帳
写
本
の
記
述
に
従
い
、
発
話
者
は
役
者
名
表
記
を
と
り
、〔　

〕
に
て
役
名
を
補
っ
た
。
以
下
の
引
用
も
同
。

二
九『
全
集
』
七
七
四
頁
。
こ
の
部
分
の
会
話
に
つ
い
て
は
後
に
も
触
れ
る
。

三
〇

二
十
二
丁
表
～
二
十
二
丁
裏
。

三
一「
い
さ
い
の
よ
う
す
は
一
と
ま
で
聞
た
、
武
士
も
お
よ
ば
ぬ
あ
な
た
の
お
心
、
御
礼
は
詞
に
つ
く
さ
れ
升
せ
ぬ
」（
二
十
三
丁
表
）。

三
二『
全
集
』
八
一
六
～
八
一
七
頁
。



河
竹
黙
阿
弥
作
『
双
蝶
色
成
曙
』
を
め
ぐ
っ
て

一
一
一

三
三『
全
集
』
七
七
四
頁
。
こ
の
台
詞
は
、
先
述
の
「
目
の
寄
る
所
へ
玉
」
の
台
詞
の
数
行
前
に
あ
る
。

三
四

お
竹
に
恋
慕
し
て
い
る
下
男
・
九
助
が
、
お
竹
の
居
所
を
尋
ね
た
の
に
対
し
、
下
男
の
権
介
が
「
色
の
所
へ
い
き
や
し
た
」
と
返
答
、

九
助
の
「
気
の
も
め
る
こ
な
し
」
の
後
で
、
権
介
が
「
横
町
の
大
日
さ
ま
へ
い
っ
た
の
だ
」
と
落
ち
を
と
る
（
三
丁
表
）。『
全
集
』
で
は

こ
の
条
が
拡
充
さ
れ
、
権
介
の
台
詞
と
し
て
「
暇
せ
え
あ
る
と
毎
日
行
か
ア
」、「
え
ら
く
信
心
を
す
る
こ
と
よ
」
な
ど
の
表
現
が
な
さ
れ

て
い
る
（
七
七
六
頁
）。

三
五｢

お
竹
大
日｣

も
の
の
開
帳
錦
絵
は
、
注
一
〇
前
掲
の
図
録
『
江
戸
の
旅
と
流
行
仏
―
―
お
竹
大
日
と
出
羽
三
山
』
の
ほ
か
、
図
録

『
浮
世
絵
師
た
ち
の
神
仏
』（
渋
谷
区
松
濤
美
術
館
、
一
九
九
九
年
）
に
多
数
収
載
さ
れ
る
。

三
六『
全
集
』
八
四
二
頁
。

三
七

注
一
〇
前
掲
『
江
戸
の
旅
と
流
行
仏
』
一
二
頁
。
同
書
に
は
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
、
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
台
本
と

舞
台
写
真
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
る
。


